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令和２年香美市議会定例会５月第２回臨時会議会議録  

招集年月日 令和２年５月２６日（火曜日）  

招集の場所 香美市議会議場  

会議の日時 ５月２６日火曜日（審議期間第１日）  午前１０時００分宣告  

出席の議員  

   １番  萩 野 義 和      １１番  山 崎 晃 子 

   ２番  山 口   学      １２番  濱 田 百合子  

   ３番  久 保 和 昭      １３番  山 﨑 龍太郎  

   ４番  甲 藤 邦 廣      １４番  大 岸 眞 弓 

   ５番  笹 岡   優      １５番  小 松   孝 

   ６番  森 田 雄 介      １６番  依 光 美代子  

   ７番  利 根 健 二      １７番  村 田 珠 美 

   ８番  山 本 芳 男      １８番  小 松 紀 夫 

   ９番  爲 近 初 男      １９番  島 岡 信 彦 

  １０番  舟 谷 千 幸      ２０番  比与森 光 俊 

欠席の議員  

 な  し 

説明のため会議に出席した者の職氏名  

 【市長部局】  

  市 長  法光院 晶 一   福 祉 事 務 所 長  中 山 泰 仁 

  副 市 長  今 田 博 明   農 林 課 参 事  澤 田 修 一 

  総 務 課 長  川 田   学   農 林 課 長  川 島   進 

  企 画 財 政 課 長  佐 竹 教 人   商 工 観 光 課 長  竹 﨑 澄 人 

 【教育委員会部局】  

  な  し 

 【消防部局】  

  な  し 

 【その他の部局】  

な  し 

職務のため会議に出席した者の職氏名  

  議 会 事 務 局 長  猪 野 高 廣   議会事務局書記  横 田 恵 子 

  議会事務局書記  大 和 正 明 

市長提出議案の題目  

 議案第 ５６号 令和２年度香美市一般会計補正予算（第２号） 

 議案第 ５７号 香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例の制定につ

いて  
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議員提出議案の題目  

 発議第  １号 香美市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について  

議事日程  

令和２年香美市議会定例会５月第２回臨時会議議事日程  

                        （審議期間第１日目  日程第１号）  

令和２年５月２６日（火）  午前１０時００分開議  

 日程第１ 審議期間の決定について  

 日程第２ 会議録署名議員の指名  

 日程第３ 諸般の報告 

   １．議長の報告  

   ２．市長の報告  

     （１）行政の報告並びに提案理由の説明  

 日程第４ 議案第 ５６号  令和２年度香美市一般会計補正予算（第２号） 

 日程第５ 議案第 ５７号  香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例

の制定について  

 日程第６ 発議第  １号 香美市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について  

会議録署名議員  

 １１番、山崎晃子君、１２番、濱田百合子君（審議期間第１日目に審議期間を通じ指

名） 
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議事の経過  

（午前１０時００分 開会 開議） 

○議長（比与森光俊君）    ただいまの出席議員は２０人です。定足数に達しています

ので、これから令和２年香美市議会定例会を再開し、５月第２回臨時会議を開会します。  

  直ちに本日の会議を開きます。  

  議事日程は、お手元に配付したとおりであります。  

  日程第１、審議期間の決定についてを議題とします。  

  本件につきましては、議会運営委員会で協議をいただいておりますので、委員長から

報告を求めます。議会運営委員会委員長、利根健二君。  

○議会運営委員会委員長（利根健二君）    おはようございます。７番、利根です。  

  本日開会しました令和２年香美市議会定例会５月第２回臨時会議の運営につきまして、

先ほど開催されました議会運営委員会の協議結果を報告いたします。  

  まず、審議期間につきましては、お手元にお配りしました予定表のとおり本日１日と

しました。  

  本日の臨時会議に付議された提出議案２件及び議員発議１件は、会議規則第３７条第

３項の規定により委員会付託を省略し、審議に付し、本会議方式により採決を行います。  

  なお、審議期間の延長を必要とする場合については、議長に一任することになりまし

た。 

  議員各位の格段の御協力をお願いいたします。  

  以上で議会運営委員会の報告を終わります。  

○議長（比与森光俊君）    議会運営委員会委員長の報告を終わります。  

  お諮りします。今臨時会議の審議期間は、委員長報告のとおり本日１日としたいと思

います。これに御異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    異議なしと認めます。よって、審議期間は本日１日と決定

しました。  

  なお、審議期間の会議の予定につきましては、先ほど議会運営委員会委員長からも報

告がありましたが、お手元にお配りしております予定表のとおりでございます。  

【審議期間予定表  巻末に掲載】  

  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。  

  会議録署名議員は、会議規則の定めるところにより、今臨時会議を通じて１１番、山

崎晃子さん、１２番、濱田百合子さんを指名いたします。両名はよろしくお願いいたし

ます。 

  日程第３、諸般の報告を行います。  

  初めに、議長の報告を行います。  

  議長の報告事項につきましては、お配りしました議長報告書のとおりであります。  
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  日程第４、議案第５６号、令和２年度香美市一般会計補正予算（第２号）から日程第

６、発議第１号、香美市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてまで、以上３件を一括議題とします。  

  行政の報告及び提案理由の説明を求めます。市長、法光院晶一君。  

○市長（法光院晶一君）    おはようございます。令和２年香美市議会定例会５月第２

回臨時会議を開催されるに当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。  

  さて、新型コロナウイルス感染に関する緊急事態宣言につきましては解除されること

となりましたが、市内経済、市民生活を初めさまざま深刻な状況が浮かび上がっており

ます。でき得る限り対策を急ぎたいと考えておるところでございます。本臨時会議に提

案をしました２件の議案は、こうしたことを踏まえての提案でございます。  

  議案第５６号は、令和２年度香美市一般会計補正予算（第２号）でございまして、コ

ロナウイルス感染拡大の中、懸命に事業を営んでこられ、頑張っておられる法人、事業

者、農林業者を対象に、事業の持続化を目的に、市独自の給付制度を実施しようとする

もの、そのほか必要な予算を補正しようとするものでございます。  

  議案第５７号は、香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例の制定に

ついてでございます。  

  何とぞ御審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。  

○議長（比与森光俊君）    これで行政の報告及び提案理由の説明を終わります。  

  お諮りします。先ほど議会運営委員会委員長から報告がありましたが、今臨時会議に

提案された議案は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思

います。これに御異議ありませんか。  

「異議なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    異議なしと認めます。よって、今臨時会議に提案された議

案は、委員会付託を省略することに決定しました。  

  日程第４、議案第５６号、令和２年度香美市一般会計補正予算（第２号）を議題とし

ます。 

  まず、執行部から提案理由の補足説明を求めます。企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    補足説明はございません。  

○議長（比与森光俊君）    補足説明がございませんので、本案について質疑を行いま

す。質疑はありませんか。  

  １３番、山﨑龍太郎君。  

○１３番（山﨑龍太郎君）    議案書１４ページ、１５ページ、先ほど市長から言われ

ました本市持続化給付金、農林関係及び商工関係について伺うものです。  

  この間さまざま業者の方から話を伺うのに、３か月の平均ということについて、近隣

市は１か月やのにどうしてやというふうな声がかなりあります。私はこの点を捉えると

きに、やっぱり２つの側面があると思うんです。本当に困ってる業者、さまざまなパタ
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ーンがあると思うんですけど、実際のところ、これが使われない制度になってしまった

らいかがなもんかと。困ってるけど回らないと。さまざまな要因があってですね、これ

はもう課長なんかは認識していると思うんですけど。それと、やはり業種によるという

部分もあるんですわね、業種によっては、５月の連休ずっと休んでたけど、その後お客

さんがちょっと戻ってきたとかいうことで平均値になったと。そのかわり５月は４割ぐ

らい減少やったとか、国の制度には乗っからないけど、香美市の部分を使いたいという

ことが往々にしてあります。  

  だから、この制度がそういう要因で使われなくなったら困るという部分、それと、も

う一つは使われ過ぎると。使われ過ぎると言うとおかしいんですけど、使われて何ぼと

いうもんで、そういう財政措置でありますけど、やっぱりそういう部分で考えたときに

は、私はこの３か月というがを香南市と同様に１か月にしていく方向性が、要綱等もあ

わせて整備していくと言ってると思うんですけど、現状はこれで全員協議会等で話は受

けたんですけどね、今後の推移を見ながら検討の余地があるんじゃないろうかというこ

とを、一つ申し上げておきたいと思いますが。 

それとあわせて、所得税法上はやっぱり所得をもって税額等を確定するというふうに

なります。法人事業者、青色申告者、白色申告者、さまざまなパターンがあると思いま

す。これ申請受付が商工観光課とか農林課とかになると思うわけですけれども、実際の

ところはやっぱり柔軟な対応が求められると思うんですわ。基本は収支の内訳書とか確

定申告書が大前提になると思うんですけど、それで不足しておったらやっぱり、もちろ

ん売上帳もそうですし、減収に及ぶのかどうかもわかりませんけど、これってかなり郵

送での受付が基本となると思うんですけど、それでだめなときには来てもらってとか、

電話で話するとか、さまざまなパターンになると思うんですが、やっぱりそこのところ

が柔軟な対応を含まれた要綱の整備になっているのか、その点、ちょっと長くなりまし

たが、お伺いします。  

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  今回の事業につきましては、５月８日の全員協議会で説明をさせていただきましたと

ころであります。御質問にありました３か月の平均のところでいきますと、前回の説明

でも使わせていただきましたけれども、新型コロナウイルス感染拡大で影響を受けてい

る事業者支援をするというところでございます。事業者によりましては、毎月の売り上

げが変動するといったこともあると考えております。コロナの影響であるというところ

を厳格化する意味でも、一定期間で判断させていただきたいと考えました。また、国の

ほうの制度融資でありますセーフティーネットの認定におきましても、売り上げの減少

を判断する際には、３か月の期間をもって判断をしているといったところで、今回、香

美市の制度は３か月とさせていただいたところであります。  

  そして、業種によって売り上げがと申しましたけれども、今までにまさに売り上げ減
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少して大変な状況、それから、別の業種の方においては、これから売り上げが減少して

いくと、影響を及ぼすといったこともございますので、この事業のスパンにつきまして

は、１月から今年の１２月までというスパンの中で事業を、その中で３か月の期間で選

んでいただくことにしております。  

  それから、柔軟な対応というところでありますけれども、今、本日付で制度要綱を制

定する予定で準備をしてまいりました。基本的には国に準じるといいましても、国のほ

うはオンラインでの申請になっておりますけれども、そこの部分につきましては書面で

の郵送申請を原則としております。そして、質問でありますとか、申請用紙のダウンロ

ードができない方々につきましては、窓口での対応もしていこうというふうに考えてお

ります。できる限りの柔軟な対応を考えていきたいと思っております。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    １３番、山﨑龍太郎君。  

○１３番（山﨑龍太郎君）    この制度は、やっぱりコロナによる廃業を絶対起こさな

いと、倒産とかいうことも踏まえて考えられている部分であります。事務的な部分では

国に準ずるということを言われました。国はこの間、業界団体等のさまざまな要望によ

って、中小業者を誰一人取り残さないという観点から柔軟な対応に移行をしていってお

ります。実際さまざまな部分でね。それから、そういう部分でいったときには、市には

柔軟な対応を求められるということは課長も答弁がありました。  

  ただ、これがもし思わく申請が伸びないときですわね。現実問題１２月まであるとい

うこともあるんですけど、実際そこのときに、やっぱり１か月でも丸々売り上げがなか

ったら、もちろん国のほうにも申請するんでしょうけれども、実際のところは、５割に

ちょっと届かないというレベルの方々なんかは、やっぱり市のほうになってくると思う

んですわ。あと数か月たってもその売り上げ減少が回復できないと、その顧客がいない

ということはね。そうなったときに、この制度が多くの業者を網羅していないとなった

ら、やっぱり要綱の見直しも踏まえてどこかの時点で。１２月までということもありま

すが、私は逆に言ったら、そうやって１２月までで期間を切るんやったら、１月から１

２月までということやったら、来年の申告で前年対比の売り上げが、大体１２月になっ

たら末で事業者は数値わかりますので、５％、１割、全部でやったときに１割減少しち

ょったら、売り上げ１割減少でも、もうけの率にもよりますが業者というのは大変なん

ですよ。そういうのも基準に追加するとか、どこまでを申請期限にするのかわかりませ

んけれども、だから、多くの幅広い部分で採用できるような方法も踏まえて、考えても

らいたいということですが、いかがでしょうか。  

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  せっかくの制度ですので、困っておられる事業者の方に広く支給していきたいという

のは変わらない原則でありますので、せっかくの制度が使われないということになって
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は困りますので、できる限りの周知をしていきたいなと思っております。  

  それと、今回香美市の基準と説明させていただきましたところにつきましては、今の

要綱ではそういったつくり込みの中で進めていきますので、それ以外の柔軟なというと

ころについては、今ここでお答えはちょっとできかねます。  

○議長（比与森光俊君）    １３番、山﨑龍太郎君。  

○１３番（山﨑龍太郎君）    最後です。逆に今度はいっぱい使われたときについて聞

きます。  

今の財政措置としては、農林水産業費のほうは国の補助金が財源ということ、それで

商工費のほうが市財も当て込んで財政調整基金からということで、実際のところ、国が

第２次交付金の方向もやっていくということで、かなりの金額がまた入ってくると思い

ますが、使われ過ぎた場合は、そのお金も充て込むというふうな発想で、使われたとき

には充て込んでいくという発想でいいのか、それはまた新しい制度を基本に考えるのか、

そこら辺のところは、現状、お考えがまとまっていたらお答えいただきます。 

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  今回の財源につきましては、国の交付金を充てるということですけれども、配分枠が

ございましたので、県の協力要請のほう、それから農林水産業費のほうの事業と順番に

充当していきましたので、一般財源分が商工観光課のほうにも入っておるというところ

であります。  

  使われ過ぎたらということでありますけれども、今回の事業につきましては、早い者

勝ちであるとかいったことは考えておりませんので、予算が足りなくなったときには補

正で対応したいというふうには考えております。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに。  

  １２番、濱田百合子さん。  

○１２番（濱田百合子君）    同じく商工費のほうの持続化給付金についてですけど、

その周知のことをおっしゃったと思うんですけれども、できるだけ周知をしていきたい

ということですが、具体的にどのような方法を考えていますか。  

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  まずホームページ、それからＳＮＳで周知をします。そして、商工会、観光協会とい

った関係団体にも協力を依頼したいと考えております。そして、７月の広報になります

が、そちらの紙面で広報をしていく予定であります。その他、今ちょっと内部的に考え

ているところでは、例えば香美市内の事業所の方にチラシなんかの配布のお願いなんか

もしたいなと考えております。  

  以上です。  
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○議長（比与森光俊君）    ほかに。  

  １２番、濱田百合子さん。  

○１２番（濱田百合子君）    関連でお聞きします。  

業者にもチラシ等をお願いというようなことをお聞きしたんですが、これ独自のチラ

シは作成されるということで、それについては６月の広報に折り込みはできないので、

７月の広報の紙面に入れるということなんでしょうか。  

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   広報につきましては、原稿が締め切りに間に合いま

せんでしたので、７月広報に情報を流すということです。業者のほうにというところは、

例えば以前につくりましたこういったポンチ絵であったりとか（資料を示しながら説

明）、申請用紙なんかも、協力ができるのであれば、そういったこともちょっと考えて

いきたいなというふうには思っています。 

○議長（比与森光俊君）    ほかに。  

  １７番、村田珠美さん。  

○１７番（村田珠美君）    関連でお尋ねいたします。  

この申請期間というのはいつまでをお考えでしょうか。  

  それともう一つ、今現在心配されていることが、第２波、第３波をマスコミなんかで

も懸念されておりますが、そういったことも将来的には検討をしていくつもりでしょう

か、お尋ねいたします。 

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  まず、申請期間につきましては、６月１日から来年１月２９日までの予定でつくり込

みをしております。  

  それと、２つ目ですけど、第２波、第３波のときの対応でありますけれども、今の現

状では具体的なところの検討までは至っておりませんけれども、逆に回復していくに当

たっては、いろんな計画をつくり込んでいきたいなというふうには考えております。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに。  

  ５番、笹岡 優君。 

○５番（笹岡  優君）   一つは財源問題で、今回は臨時交付金ということですが、臨

時交付金は第一弾でしてね、私の認識では７０％分がこの金額と思うんですね。残りは

最低もう一回３０％、これ夏以降に来ると思うんです。ですから、その認識まず聞きた

いと思います。  

  それともう一つ、臨時交付金ですので、補助金扱いとなっていますけど、実際これは

返金の必要はない、きょう私たちの机にありましたが、こういう形で使っていける、市

としては裁量権を委ねられたお金としての認識でいいでしょうか。  
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○議長（比与森光俊君）    企画財政課長、佐竹教人君。  

○企画財政課長（佐竹教人君）    お答えいたします。  

  おっしゃるとおり、今回は国の補正におきまして、１兆円の財源を用いた交付金でご

ざいまして、今回地方単独分として充当される分は、おっしゃるとおり７ ,０００億円

分が配分され、その香美市の上限額が今回補正させていただく額となっております。第

２次の要望につきましては、いわゆる３ ,０００億円に該当する部分の市町村配分がな

される。それにつきましては、単独事業ではなくて、国の一定指定する補助制度の補助

裏に充てるために活用することができることが現在示されております。  

  それから、補助金か負担金的なものかというお話だったかと思いますけど、これはあ

くまで補助金という取り扱いになっております。したがいまして、今回の地方単独分の

事業規模が限度額を仮に下回った場合は、交付金はいただけないということになります。

ただし、現状では十分一般財源を乗せた規模の事業というふうにしておりますので、そ

の心配は余りしておりません。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ５番、笹岡 優君。 

○５番（笹岡  優君）   このもらった資料の最後に、臨時交付金の留意点だけ書いて

ますわね。ですから、実際人件費とか用地費とかに使ったらだめですけど、それ以外や

ったら柔軟な対応でできるということですし、あした第２次の国の補正の中で、この臨

時交付金が１兆円から次もう一回２兆円という話が今出ています。全部で３兆円になり

ますね。ですから、総額３兆円というお金を支援するという話になっていますので、ぜ

ひここは柔軟な対応をお願いしたいなと思います。  

  そこで、周知徹底の関係等で、先ほど言ったように、これなかなか国の持続化給付金

も手続が、ＳＮＳを含めてオンラインシステムでやりとりも大変ですし、相手が経済産

業省ですので今まで税を扱ってないわけです。ですから、中身の本当にやりとりが大変

時間かかっていまして、実際その方々のところに持続化給付金が届かないという状態が

まだずっと続いているわけです。ですから、香美市の場合はやっぱり本当に手続のシン

プル化が要るわけです。須崎市は自己申告方式をやって、場合によってはあなたの税の

状況を調査させていただくことになりますという確約をとらせているわけです。ですか

ら、そういう本当に手続のシンプルな形をやらないといけないし、周知徹底の工夫が絶

対要ると思います。  

  そこで、周知徹底のやり方について何かもう一つ、先ほど言った商工会とかいろいろ

なところに置かせてもらうというのはいいですが、まずそこの辺、何かもう一工夫やっ

ぱりやる必要があるんじゃないかなと思いますが、どうでしょうかね。  

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  この制度の周知につきましては、商工観光課の中でもどういった方法があるかという
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のは話し合いもしてきましたし、ほかによりよい方法があるかもしれませんので、また

再度協議もしていきたいと思っております。  

  それと、国の持続化給付金の申請が複雑でというようなお話でありましたけれども、

さきにもちょっと説明させていただきましたけれども、基本的には国に準じた方法とし

てはおりますけれども、郵送による書面申請方式としておりますので、その窓口、それ

から香北・物部両支所においても受付もできるようにしています。窓口での質問等の対

応もしていきたいというふうに考えております。  

○議長（比与森光俊君）    ５番、笹岡 優君。 

○５番（笹岡  優君）   議案書１５ページにですね、今回、会計年度任用職員をパー

トで１名雇う形になっていますけど、きのうも一律１０万円の給付金の関係で、１階の

ロビーに８時半前から並んで１００人ぐらい来ていたわけですよね。ですから、今回ま

た密をつくってしまう形になるわけですけど、どういう体制等でやるかなと。これ制度

の周知徹底を含めて、やっぱり受入れ態勢というか、その辺の工夫が要ると思うんです

が、どういう計画でやるんでしょうか。 

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えします。  

  商工観光課のほうでは、正職のほかに１名の会計年度任用職員の予算を計上しました

ので、１名プラスして対応したいと考えておりまして、基本的には４階のフロア、それ

から４階の会議室を幾つかのブースに分けて、農林課と合同で対応したいと考えており

ます。 

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １４番、大岸眞弓さん。  

○１４番（大岸眞弓君）    １点だけお聞きします。  

  農業者のほうの支援ですけれども、商工会で商業とか事業所のほうはアンケートなん

かをとってやったんですが、農業者関係のリサーチはどういう方法でやられたというか、

どれぐらいの方々から状態をお聞きした基準があって、この対象者半分というふうにな

っておりますか。  

○議長（比与森光俊君）    農林課長、川島 進君。 

○農林課長（川島  進君）   お答えいたします。  

  農業者の方々へアンケートというようなものはやってございません。ＪＡ等に聞き取

りをした中で、影響を余り受けてない品目もあるようだが、価格の下落のほか、人手不

足などの影響で思うような出荷ができなかったといったこともあると思われますので、

販売農家数の約半数が該当するであろうというところで予測をしているものです。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    １４番、大岸眞弓さん。  
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○１４番（大岸眞弓君）    私のほうからも、申請につきましては、農業者も両方これ

からつくり込みをするということでありますので、できるだけ申請はシンプルにわかり

やすいものをということで、お願いをしておきたいと思います。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ５番、笹岡 優君。 

○５番（笹岡  優君）   農業の関係は、農協等に当然資料等置きますよね、農協等に

依頼する形はとっていない？もう一つ、銀行関係に協力をいただくと一つ大きいと思い

ます。それから、理美容店とか本当に日常生活の中で利用する人が集まるところ等に一

定協力していただいて、この周知徹底をやっていくのも一つの工夫としてぜひ考えてい

ただきたいし、農業の関係は農協はどうなのかなという。両方の資料を置いていただく

ようなことができるやないろうかと思いますが、どうでしょうか。  

○議長（比与森光俊君）   農林課長、川島 進君。 

○農林課長（川島  進君）   申請に当たって、農家さんのほうから出していただく資

料について、こちらからＪＡのほうに依頼というのは特別しておりません。  

  周知につきましては、ＪＡ、それから農業委員会のほうなんかにもチラシ等を配布し

て、周知するように考えています。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに質疑はありませんか。  

  ２番、山口 学君。 

○２番（山口  学君）   以前の説明でも一応聞いていたんですけど、再度確認の意味

で聞かせていただきます。  

  前年度比の３か月分が足りないところはどういう対処でしたかね、新しく去年の年末

から始めたというようなお店に対しては、まだ売り上げ実績なんか少ないと思いますが。

今、休業らもして、デリバリーらもして頑張ってるんですけど、そういうところはこの

給付金にどう当てはまるのかをお願いします。 

○議長（比与森光俊君）    商工観光課長、竹﨑澄人君。 

○商工観光課長（竹﨑澄人君）   お答えいたします。  

  今のこの制度では、去年１年の売り上げをもとに置いちょいて、後ろから今年の平均

掛ける１２で引き抜いたのが上限ということで考えておりますが、御質問の去年の１年

に足らんというような、去年の１１月からといった営業をされたところにつきましては、

短い月を平均として１２を掛けて、去年の売り上げにかえるといった対応で計算してい

きます。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに質疑はありませんか。  

  １６番、依光美代子さん。  
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○１６番（依光美代子君）    農林業者への周知ですが、先ほどＪＡとか農業委員会、

農業者のほうですけど、このこともやはり広報に載せます？載せない。  

  それともう一点は、受付が６月１日からということですか。受付期間というか、その

辺もお願いします。  

○議長（比与森光俊君）    農林課長、川島 進君。 

○農林課長（川島  進君）   申請期間につきましては、６月１日から来年の１月２９

日まで、ここは商工業版と同じです。それから、ホームページとか市のフェイスブック

での周知を行い、広報７月号での周知というところも同じでございます。  

  以上です。  

○議長（比与森光俊君）    ほかに質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    質疑がないようですので、これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、議案第５６号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（比与森光俊君）    全員起立であります。よって、議案第５６号は、原案のと

おり可決されました。  

  日程第５、議案第５７号、香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題とします。  

  まず、執行部から提案理由の補足説明を求めます。総務課長、川田 学君。 

○総務課長（川田  学君）   補足説明はございません。  

○議長（比与森光俊君）    補足説明がございませんので、本案について質疑を行いま

す。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、議案第５７号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立）  

○議長（比与森光俊君）    全員起立であります。よって、議案第５７号は、原案のと

おり可決されました。  
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  日程第６、発議第１号、香美市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。  

  提出者から提案理由の説明を求めます。１９番、島岡信彦君。  

○１９番（島岡信彦君）    １９番、島岡でございます。  

  この発議は、新型コロナウイルスの感染拡大によって、市民の皆様が事業の休業や学

校の休校などに余儀なくされ、経済的にも精神的にもそれぞれに大変な状況にある中、

その影響を少しでも支援する財源を確保するため、議員報酬の月額１０％を６カ月間、

総額３５７万円を減額するよう、条例の改正を行うものです。  

（提出者朗読）  

【発議第１号  巻末に掲載】  

○議長（比与森光俊君）    説明が終わりました。  

  本案について質疑を行います。質疑はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

  これから討論を行います。討論はありませんか。  

「なし」という声あり  

○議長（比与森光俊君）    討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

  これから、発議第１号を採決いたします。  

  本案を原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

○議長（比与森光俊君）    全員起立であります。よって、発議第１号は、原案のとお

り可決されました。  

  以上で、今臨時会議に付されました議案は全て議了しました。  

  審議終了に当たり、市長から発言を求められておりますので、これを許します。市長、

法光院晶一君。  

○市長（法光院晶一君）    閉会に当たりまして御挨拶申し上げます。  

  提案を申し上げました議案につきまして適切なる御決定を賜り、誠にありがとうござ

います。コロナウイルス感染の影響により売り上げが減少し、苦しんでおられる皆さん

に、まだまだでありますけれども、香美市独自の救済支援の道が開かれたことは大変う

れしいことだというふうに思っております。誠にありがとうございました。  

  今後とも対策に力を尽くしてまいりますので、皆様方にはどうぞよろしくお願いいた

します。ありがとうございました。  

○議長（比与森光俊君）    以上をもちまして、５月第２回臨時会議を終了し、令和２

年香美市議会定例会を散会いたします。  

（午前１０時４１分 散会）  
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令和２年香美市議会定例会５月第２回臨時会議 

審議期間等の予定表 

 

審議期間 月日（曜日） 会        議        等 

第１日 ５月２６日（火） 本会議 

・審議期間の決定 

 

・会議録署名議員の指名 

 

・諸般の報告 

 

・議案提案  説明～採決 

 

 

 

 

議会運営委員会の協議結果の報告 

 

  令和２年香美市議会定例会５月第２回臨時会議について、議会運営委員会で

協議した結果は次のとおりです。 

 

１ 臨時会議の審議期間等について 

（１） 審議期間は本日１日とします。なお、会議の都合により審議期間の延長

を必要とする場合は議長に一任します。 

 

（２） 会議は予定表のとおりであり、委員会の付託を省略して、本会議で審議

採決します。 

 

（３）市長提出議案 ２件 

   議員発議   １件 



　１．議　案　関　係

事 件 の
番 号

件　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果
議　決
年月日

  議案
  第 56 号

令和２年度香美市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 2. 5.26

  議案
  第 57 号

香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決 2. 5.26

  発議
  第 １ 号

香美市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

原案可決 2. 5.26
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